
香芝市立真美ヶ丘東小学校
学校だより 第 １ 号 まみひがし

～児童のみなさんへの話～ 始業式より
みなさん、進級おめでとうございます。新しい教室に入った時、どんな気持ちになりましたか。

「仲良くなれるかな」「楽しく過ごせるかな」と、少しドキドキした人もいるかもしれませんね。今
日はそんなみなさんに、大事にしてほしい「手の形」の話をします。自分の手を見てください。手に
はいろんな形がありますね。まずは、手をぎゅっと握って「グー」を作ってみてください。「グー」
は、力を入れる時に必要な形です。でも、ずっとぎゅっと握りしめていると、手も心も、かちかちに
硬くなってしまいます。心が「グー」のように硬くなると、友だちの気持ちを受け入れるすき間がな
くなって、ついつい「とげとげ・ちくちく」した態度をとって、周りの人を悲しませてしまうことが
あります。では、次に、指を一本ずつゆっくり開いて「パー」にしてみてください。「パー」は、心
がふわっと開いた形です。この形なら、友だちと手をつなぐことができます。困っている人に「どう
したの？大丈夫？」と、手を差し出すこともできます。 「パー」の手は、みんなを安心させてくれる
形なのです。 「グー」「パー」ときたら、きっとこう思った人がいますね。「じゃあ、チョキはどう
なの？」と。では、チョキの形をつくって、よく見てください。 「チョキ」の形は、写真をとるとき
の「ピース」と同じですね。「ピース」は「平和」という意味があります。学級でも、友だちと何か
を決めるとき、意見が分かれることがありますね。「これがいい！」「いや、こっちがいい！」そん
なとき、自分勝手な「グー」で押し通したり、無理やり「パー」で我慢したりするのではなく、お互
いに少しずつ譲り合って、ちょうどいいところを見つける。 これが「ピース」の心です。「チョキ」
の２本の指は、「あなた」と「わたし」です。違う意見を持っていても、仲良く並んでいるのです。
「チョキ」はみんなの心をつなぐ「仲直りの形」でもあります。今日から始まる新しい学級では、自
分の心を大切に守る「グー」、困っている人に手を差し伸べる「パー」、相手と仲良くなるピースの
「チョキ」の３つの形を上手に使い分けてほしいと思います。今日のお話の中で一番覚えておいてほ
しいのは、「誰かを悲しませるために手を使わない。」ということです。みんなで「ピース」にあふ
れる学校を作っていきましょう。

７２名の新入生が新たに仲間入りし、全校児童４６１名とともに、令和８年度のスタートをきること
ができました。あらためまして、お子様のご入学・ご進級、おめでとうございます。
さて、右の写真は、去年に修繕した「ツバメの巣台」です。その巣台に、今年も元気なツバメの鳴き

声が戻ってきました。実は、写真に写っている巣台の向かい側に昨年の壊れか
けた巣があり、今ツバメたちは「頑丈になった巣台に新しく作ろうか。」それと
も「古い巣を再利用しようか。」迷っているようです。どちらを選択するかはツ
バメたちにしか分かりませんが、こうして一生懸命に泥を運び、巣をリフォーム
する姿は、新しい環境で自分の居場所を整えようとする人間の姿とも重なります。
古来、「ツバメが巣を作る家は縁起がよい」と言われます。それはツバメが「外
敵から守られている、人のぬくもりがある場所だ。」ということを察知している
からだそうです。子どもたちにとって、学校という場所がぬくもりを感じられる
場所となるよう、職員一同、邁進してまいります。

ご入学・ご進級おめでとうございます

職員紹介

令和８年４月１０日発行
校長 中里 倫

離任者・・・有村健二 澤井麻生 中西理紗 藤本明子 細川実穂

着任者・・・奥本翔太郎 羽根雄司 舟尾恵梨 森 慶子

職員の異動


	スライド 1

